
原石が多く、接合の結果、原石の形状が想定でき

る資料（第129・131図）がある。また、剥片類の

正面に自然面を残すものが多く、遺跡内でToolの

素材剥片作出等の作業が活発に行われていたこと

が窺える。

以上、清河寺前原遺跡の環状ブロック群を概観

したが、若干の整理をしておく。

環状の規模は約15ｍと小さいが、石器総数や

Toolの組成、中央部に密集度の高い石器集中を持

つ点など、小形環状ブロック群の範疇で捉える事

は出来ない。また、Toolの分布に偏在があまりな

い点、石斧を組成しない点など、多くの環状ブロ

ック群と異なっている。それが、大宮台地の地理

的特殊性なのかは不明である。

清河寺前原遺跡は、黒耀石原産地から遠隔地域
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であるにも関わらず、黒耀石が多く出土している。

接合資料及び、剥片類の正面に残された自然面の

割合から、遺跡内で原石から剥片剥離が活発に行

われていたことが窺える。

関東地域で、良質の黒耀石を集中的に利用して

いる遺跡はあまり類例が無く、ナイフ形石器・台

形様石器の特徴から中部地域を含めた広域で比較

検討する必要がある。

大宮台地は当該期の遺跡が少なく、小規模であ

る。その中で、清河寺前原遺跡の環状ブロック群

は規模・石器群の内容等が突出している。現状で

は、資料的制約は大きいが、今後、清河寺前原遺

跡と黒耀石原産地の関係、大宮台地内における清

河寺前原遺跡の位置付けの２面性を検討していか

なければならないと考える。

清河寺前原遺跡の環状ブロック群で主体を占め

る石器石材は、良質の黒耀石である。

大宮台地の旧石器時代を通時的にみると、遺跡

ごとに黒耀石の使用に偏在が大きく、特に岩宿Ⅱ

期は黒耀石を主体的に用いる遺跡と、ほとんど使

われない遺跡がある。しかし、田代のⅠ・Ⅱ期、

西井のⅠｂ・ｃ期は、ガラス質黒色安山岩が多く

用いられており、黒耀石は殆ど使われていない。

関東地域に視野を広げると、下総台地では黒耀石

を比較的多く用いられているが、殆どが高原山産

黒耀石とされており、清河寺前原の黒耀石石器群

とは異なっている。また、赤城山南麓は、ガラス

質黒色安山岩、黒色頁岩が多用されており、黒耀

石が主体遺跡は安中市古城遺跡、前橋市内堀遺跡、

吉井町長根遺跡群が挙げられる程度である。

良質の黒耀石が主体的に用いられているのは、

島田和高が「黒耀石利用のパイオニア期」で取り

上げた、原産地遺跡の追分遺跡と消費地遺跡の野

尻湖遺跡群がある。それに加え、山梨県の横針前

久保遺跡と群馬県の内堀遺跡から、良好な資料が

出土している。

清河寺前原遺跡の黒耀石は、肉眼観察であるが、

良質なものが多く信州系と思われる。今後産地分

析を行い、詳しい検討を行う必要があるが、今回

はナイフ形石器及び台形様石器の形態的特徴から、

上記の遺跡と比較する。

清河寺前原遺跡はナイフ形石器26点、台形様石

器19点の合計45点である。ナイフ形石器と台形様

石器の区分は必ずしも明確ではなく、形態は漸移

的に変わっており、便宜的に分類した部分がある。

他の遺跡との比較の際にナイフ形石器と台形様石

器をあわせて、検討して行くことにする。

ナイフ形石器・台形様石器の剥片素材は、縦長

の剥片と貝殻状剥片がみられる。前者とナイフ形

石器、後者と台形様石器の結びつきが強いが、台

形様石器に関しては、素材剥片の用い方は多様で

ある。ナイフ形石器と分類したものは、打面を基

端面に残すものが多く、台形様石器は貝殻状剥片

を、横に用いるものが含まれる。調整加工は、平

坦剥離と微細剥離を主体であるが、Blunting加工

（４）環状ブロック群出土の石器
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第208図　清河寺前原遺跡出土のナイフ形石器・台形様石器
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第209図　関連遺跡のナイフ形石器・台形様石器
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も一定量みられる。調整加工の特徴として、両側

縁の加工方向が同一方向ではなく、左右回転させ

ているもの（１・２・５・10・11・28・29・31・

32・34・35）が目に付く（第208図）。

追分遺跡（第209図）

長野県長和町の鷹山黒耀石原産地遺跡群内に所

在する。

５枚の文化層が確認され、今回対象とするのは

第５文化層である。

遺物分布は約10×20ｍの範囲から、石器集中５

箇所検出されたが、環状ブロック群は形成してい

ない。資料総数は936点である。器種組成は、ナ

イフ形石器２点と台形様石器26点、石錐、掻・削

器、敲石等が出土し、石斧は出土していない。

ナイフ形石器は（第209図１）は、清河寺前原

遺跡の１～３と形態が似ている。台形様石器は貝

殻状剥片を横に用いたものが多く、側縁に抉るの

を入れるのが特徴である。調整加工は平坦剥離と

微細剥離が用いられており、左右回転させたもの

が多い。

日向林Ｂ遺跡（第209図）

長野県信濃町の野尻湖遺跡群内に所在する。

長径約30ｍ、短径約25ｍの範囲に、石器集中30

箇所が密集する、環状ブロック群である。石器総

点数は約9,000点で、器種組成は台形様石器59点、

掻・削器276点、石斧60点等である。石斧が最も

多く出土した遺跡で、環状ブロック群の分析では

下触牛伏遺跡と並んで、常に取り上げられている。

剥片Toolは、台形様石器と掻・削器と貝殻状刃

器とした剥片が多く出土している。日向林Ｂ遺跡

では、素材剥片を横に用いているため台形様石器

と分類しているが、大形の一部は他の遺跡のナイ

フ形石器と近い形態をしているものがある。調整

加工は、比較的大形のものは平坦剥離が多用され、

中形から小形のものにBlunting加工が多く用いら

れている。調整加工の方向は、左右回転させてい

つものが多い。

横針前久保遺跡（第209図）

山梨県長坂長に所在し八ヶ岳南麓の標高800ｍ

付近に位置する。遺跡は斜面地であるため、若干

の移動は想定されるが、遺物集中は石器集中10箇

所が径約40ｍの範囲にまとまるが、環状ブロック

群は呈していない。

石器総数は197点と少ないが、ナイフ形石器10

点、台形状石器８点、局部磨製石斧２点、石錐４

点等、器種の組成は充実している。

石器石材は、黒耀石が59％を占めている。ナイ

フ形石器は、縦長の剥片を素材とし基端面に打面

を残すものが多く、調整加工はBlunting加工又は

平坦剥離が施されている。清河寺前原遺跡で多い

微細な剥離はあまりみられない。台形様石器は、

折断と平坦剥離が多用されている。

内堀遺跡

群馬県前橋市に所在し、他の遺跡と比べると近

い距離にある。

石器群はＡ区とＢ区の２箇所から検出されてお

り、ここではＡ区の石器群を検討する。

遺物総数は319点と少ないが、ナイフ形石器20

点、台形様石器11点、石斧が４点出土している。

石器石材は黒耀石が92％を占めている。Toolは縦

長剥片を素材としたものが目立ち、ナイフ形石器

の多くは、打面を基端面に残した基部加工である。

台形様石器は左右端を折断したものがある。石器

群の形態から編年的にやや新しくなると思われる。

以上、清河寺前原遺跡と黒耀石石器群の遺跡を

概観したが、石器石材によるためか非常に似た石

器群という印象を受ける。しかし、素材剥片の用

い方、調整加工等は遺跡ごとに違いがあり、日向

林Ｂ遺跡では、台形様石器のみでナイフ形石器は

出土していない。

それぞれの石器をみると違いはあるが、清河寺

前原遺跡や日向林Ｂ遺跡のように、黒耀石原産地

から遠距離にありながら、黒耀石が多量に持ち込

まれ、活発に剥片剥離が行われており、ナイフ形



石器・台形様石器が40～50点出土している。また、

横針前久保遺跡や内堀遺跡のように遺物総数が

200～300点と少ないのに、ナイフ形石器・台形様

石器が20～30点と高い割合で出土している。

黒耀石原産地と遠距離にある遺跡は、野尻湖遺

跡群（日向林Ｂ遺跡等）を除くと、黒耀石を集中

的に持ち込んでいる遺跡は、点在的にしか存在し

ておらず、黒耀石の流通形態を考えるのに示唆的
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である。しかし、現状では清河寺前原遺跡等から

持ち出されたと考えられる石器群は見つかってお

らず、立体的な遺跡群の在り方は分かっていない。

環状ブロック群の形成要因とともに、黒耀石が集

中的に持ち込まれた遺跡の分析が重要になると考

える。今後、黒耀石の産地推定分析を実施し、よ

り詳細な検討を行うことにする。
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